
アドラー心理学に基づく親子関係プログラム

ほめない 叱らない 勇気づける子育て

主催：七飯アドラー心理学研究会

これまでの子育ては、「ほめること」 と 「叱ること」 を主な方法にしていました。最近は 「叱る」

方は批判されて、「ほめて育てる」 というのも流行っています。けれど、「パセージ」 で提案して

いる育児は、「ほめない、叱らない」 育児です。それでほんとうに育児ができるのか不安に思わ

れるかもしれませんが、日本中、いえ、世界中で、この方法で子育てをして、とてもうまくいって

います。キーワードは「一緒に育つ」 です。「親が子どもを育てる」 という関係から、「親子で話し

合って一緒に育っていく」 という関係に気持ちを変えると、ほんとうにびっくりするぐらい親子が

仲良くなり、しかも子どもは自立し、社会と調和して生きる人に育っていきます。ぜひ 「パセー

ジ」に参加されて、しあわせな親子関係を築いてください。 ～パセージ開発者 野田俊作～

2022年 日曜集中（隔週）コース
9:30～15:30 (1時間のお昼休憩あり）

■ 10月23日 第1章 子育ての目標

第2章 賞罰のない育児

■ 11月 6日 第3章 課題の分離

第4章 共同の課題

■ 11月20日 第5章 目標の一致

第6章 体験を通じて学ぶ

■ 12月 4日 第7章 新しい家族

第8章 積極的に援助する

■ 会場：はるこどもクリニック 2階
北海道亀田郡七飯町本町6丁目7-42

■ 初受講料：20,000円 （別途テキスト代2,000円）

■ 再受講料：17,000円

■ 単発受講料：1章につき3,000円 （再受講者のみ）

■ 定員：7名から14名まで

■ 申込締め切り：2022年10月 5日（水）

■ リーダー：小林 沙織 / 表 正恵
（AIJ認定パセージリーダー）

お問い合わせ・お申込み

■問い合わせ・申込み先：小林 沙織 Email：2022passage@gmail.com FAX: 01392-2-5656

■申し込み方法：EmailまたはFAXにて下記の内容を添えてお申込みください。個人情報は講座開催のみに使用します。

①氏名（ふりがな） ②郵便番号、住所 ③連絡のつきやすい電話番号 ④Emailアドレス ⑤お子さんの年齢、性別

⑥初受講または再受講か ⑦テキスト購入希望の有無 ⑧職業

■7名未満の場合は中止や延期になることがあります。初受講の方は全章受講をお勧めしますが、やむをえず欠席

される場合は次回開催されるコースで補講を受けることが出来ます。（七飯アドラー心理学研究会以外のコース補講

では料金が発生する場合もあります。お問い合わせください。）

■3歳から中学生くらいのお子さんをお持ちの方、子どもと関わるお仕事をされている方にお勧めのコースです。

それ以外の方で受講を希望される場合はご相談ください。

■託児はご用意できません。

■受講料は初回受付時にご用意ください。お釣りのないようご協力をお願いします。

「申し込み書」
は

裏面をお使い
ください

Passage

『Passage』は、一般財団法人野田俊作顕彰財団Adler Institute Japan AIJの商標です。

本コースは一般財団法人野田俊作顕彰財団認定のパセージリーダーが開催します。
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お問い合わせ・お申込み

■問い合わせ・申込み先 ：小林 沙織

Email： 2022passage@gmail.com FAX: 01392-2-5656

■申し込み方法： EmailまたはFAXにて下記の内容を添えてお申込みください。個人情報は講座開催のみに使用します。

①氏名（ふりがな） （ ）

②郵便番号・住所 〒

③連絡のつきやすい電話番号

④Emailアドレス（PCからのメールを受信できるアドレス）

⑤お子さんの年齢、性別

⑥初受講または再受講か

⑦テキスト購入希望の有無

⑧職業

「アドラー心理学」って何？？

オーストリア生まれの精神科医アルフレッド・アドラー

（1870～1937）の考えをもとに発展した心理学です。

アドラーは軍医として第一次世界大戦を経験し、その悲惨さに大変ショックを

受けました。「世界によい未来をもたらす子どもを育てること」を

考え続け、育児と学校教育こそが、暴力を使わない問題解決方法や良好な

人間関係、ひいては良好な社会環境を形成すると結論づけ、

そのための理論や療法を始めました。人間は全て対等で平等です。

ほめるという評価も、感情的に叱ったりする必要もありません。

必要なのは「勇気づけ」です。

アドラー心理学は「勇気づけの心理学」

とも言われます。 「受講者の声」

パセージ受講前の私は、すっかり子育てに

自信を失っていました。パセージを受講してみると

息子との関係性がみるみると良くなっていくのが

分かりました。それは、子育ての目標が明確になった

からだと私は思います。ただ、意識していないと自己流

の子育てにすぐ戻ってしまいます。ですから

フォロー会にも参加し、継続して学ぶ事の

大切さを実感しています。

木古内町 Kさん

気が付くと、子どもを

怒ってばかり。そんな自分が

嫌になる。どうしたら

叱らずに子育てが出来るの？

「ほめない」 「叱らない」

そんな子育てで、子どもがちゃんとした

大人になれるの？？

「叱らない」ってどうしたらいいの？？

甘やかしにならないかって

心配・・・


